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新型インフルエンザとは？

新型インフルエンザの予防！

熱、咳、くしゃみなどの症状がある人は、
マスクを着けましょう
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　新型インフルエンザとは、季節性インフルエンザと抗原性が大きく異なるインフルエンザであって、一
般に国民が免疫を獲得していないことから、全国的かつ急速なまん延により国民の生命および健康に重大
な影響を与えるおそれがあると認められるものをいいます。
　今般、メキシコや米国等で確認された新しいインフルエンザ（H1N1）を感染症法第 6条第 7号に規
定する新型インフルエンザ等感染症に位置づけ、感染の拡大を防止するさまざまな対応が国際的な連携の
もとに始められています。

　新型インフルエンザは、感染者の咳やくしゃみなどのしぶきに含まれるウイル
スを吸い込んだり（飛

ひ

沫
まつ

感染）、ウイルスが付着した物を触った手で口や目の粘
膜を触ったりすることで粘膜からウイルスが侵入して感染（接触感染）します。

1　周囲の人からなるべく離れてください。
　　咳やくしゃみのしぶき（飛沫）は約２メートル飛ぶといわれています。
2　 咳やくしゃみをするときは、ほかの人から顔をそらせ、ティッシュペーパーなどで口と鼻を覆いましょう。
　　 ほかの人にしぶき（飛沫）をかけないように心がけましょう。マスクをしていない場合には、テ
ィッシュなどで口と鼻を覆うことも大切です。使ったティッシュはすぐにゴミ箱へ捨てましょう。

3　咳やくしゃみを抑えた手を洗いましょう。
　　咳やくしゃみを手で覆ったら、手をせっけんで丁寧に洗いましょう。
4　マスクを着用してください。
　　咳、くしゃみが出ている間はマスクを着用しましょう。
　　使用後のマスクは放置せず、ゴミ箱に捨てましょう。

　咳やくしゃみは見えない唾
だ

液
えき

を飛ばします。人にうつさないためにマスクを着けましょう。

　手などに付着したウイルスが口、鼻、目から体内に入って感染します。
◎帰宅時、食事前、病気の人と接触した後には手洗い・うがいをしましょう。
◎ 手洗いは、流水とせっけんを使って、15秒以上かけ、手のひら、
　手の甲、指先と付け根、親指、手首も忘れずに洗いましょう。
◎洗った後は水分を十分にふき取りましょう。
◎流水が使えないときはアルコールを含んだ
　手指消毒薬を使いましょう。

咳（せき）エチケット

手洗い・うがいをしましょう

新型インフルエンザ対策情報
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新型インフルエンザ流行の備え！

新型インフルエンザへの対応！

♡
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■備蓄物品リストの例
食料品
　・主食類（米、乾めん、切りもち、乾パン）
　・インスタント食品（おかゆ、シチュー）
　・飲料（ミネラルウォーター）
　・缶詰　　　・菓子類
日用品・医療品
　・マスク（不織布：飛沫を防ぐ）
　・消毒剤（アルコール、次亜塩素酸ナトリウム）
　・手洗いせっけん（液体）
　・ゴム手袋　　・氷枕　　・体温計
　・鎮痛・解熱薬（アセトアミノフェン系）
　・常備薬（胃薬、持病の処方薬）
　・ばんそうこう、包帯、ガーゼ

災害時にも便利な物品
　・懐中電灯、乾電池
　・ラジオ、携帯テレビ
　・携帯電話の充電キット
　・カセットコンロ、ガスボンベ
　・トイレットペーパー、ティッシュペーパー
　・ビニール袋（大、小）
　・シャンプー、リンス
　・オムツ、生理用品
　・キッチンラップ

　換気をこまめにしましょう。
　湿度は50～ 60％、温度は20度程度に保つことも空気中のウイルスを減らすためには重要です！

○不要・不急の外出を控え、人混みには近づかないようにしましょう。
○咳エチケット、手洗い、うがいをしましょう。
○体調を整えましょう（食事、休養）。
○毎日体温を測りましょう。

　普段から声をかけあい、流行時には地域で助け合いましょう。

湿度・温度・換気にも注意して

人混みや繁華街への外出を控えましょう

2週間程度の食料・日用品を備蓄しましょう

地域で助け合いの輪を作っておきましょう

まずは感染予防



参考：厚生労働省HP「新型インフルエンザ対策関連情報」

■徳島県庁　健康増進課感染症・疾病対策室
　（平日：午前8時30分～午後6時15分）
　☎088-621-2228　徳島市万代町1丁目1
　〈健康増進課ホームページ〉
　　http://www.pref.tokushima.jp/soshiki/kenkouzoushinka/
　〈安心とくしまホームページ：感染症〉
　　http://anshin.pref.tokushima.jp/normal/infection/index.html

■吉野川保健所　健康増進担当
　（平日：午前8時30分～午後5時）
　☎0883-24-1114　吉野川市鴨島町鴨島106-2
　http://our.pref.tokushima.jp/kenkou/subtop.php?area=2

■新型インフルエンザ安心ダイヤル（フリーダイヤル）
　（平日：午前9時～午後5時）　0120-960-005
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★ 急な発熱、咳が出る、食欲がない、身体がだるいなど心配な症状がある場合は、直接受診せず、まずか
かりつけ医または最寄りの医療機関に電話で受診方法について相談してください。
★妊娠している方も、直接受診せず、かかりつけ産科医師に電話で連絡してください。
★ 受診する医療機関が分からない場合は、吉野川保健所または健康増進課（県庁）の『新型インフルエン
ザ相談窓口』に連絡してください。
★ 受診の際には、医療機関での院内感染を防ぐため、マスクを着用するとともに窓口での指示に従ってく
ださい。

　家庭で看病するにあたり、看病する人が感染しないように注意することが大事です。

 《看病のときの注意点》
　◎看病する人の格好…患者・看病する人ともにマスクを着用。手袋は使用のたびに処分します。

　◎食事・飲み物……… 食べ物は、消化が良く栄養のある物を選びます。水分は、患者自身でもとれるよ
うにストローで飲めるようにし枕元に用意しておきましょう。

　◎用意しておくと便利な食品
　　 ・レトルトのおかゆ
　　 ・果物の缶詰（シロップでの栄養補給も）
　　 ・スポーツ飲料（粉末タイプは保存にも便利）

　◎その他注意点
　　 ・感染者とタオルを共有してはいけません。
　　 ・ウイルスの付いた鼻をかんだティッシュは、ビニール袋に入れて捨てましょう。

もし、『かかったかな？』と思ったら…

家庭での看病にあたって

新型インフルエンザ相談窓口一覧
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吉野川市民の方で、次の対象の方は新型インフルエンザワクチンの予防接種費用を助成します。

新型インフルエンザ  予防接種費用の助成について

●問い合わせ　市健康推進課　☎　  6615○25

接種費用
助成対象
となる方

助成費用

◆申請について◆
　《吉野川市内の医療機関で接種を受ける場合》

　《吉野川市外の医療機関で接種を受ける場合》

すでに接種を受けて、費用を医療機関でお支払いいただいた場合

１． 生活保護世帯・市民税非課税世帯の方で、新型インフルエンザワクチン優先接種
対象者の方 → １回目および２回目の予防接種費用を助成

２．課税世帯の方のうち
　　１）妊婦および１歳から中学生の子ども → １回目の予防接種費用を助成
　　２）１歳から小学校３年生の子ども 　　→ ２回目の予防接種費用についても助成

　右の表で申請の有無をご確認の上、
事前に健康推進課（川島庁舎１階）また
は、支所地域課（鴨島・山川・美郷）へ
申請してください。
　『費用負担軽減証明書』を発行しますので、
それを医療機関窓口に提出いただくと接種
費用が無料（代理受領方式）となります。
ただし、『費用負担軽減証明書』に関係なく
接種費用をいったんお支払いいただく医療
機関もあります。申請時にご確認ください。

 １．生活保護世帯・非課税世帯の方

 ２．課税世帯の方

１回目の接種　3,600円まで　　２回目の接種　2,550円まで
※１回目と２回目の接種医療機関が異なった場合、２回目の接種時に自己負担（1,050円）が必要です。

１）１歳から小学校３年生　→ １回目・２回目とも申請の必要はありません。
２）妊婦および小学校４年生から中学３年生　→ 申請の必要はありません。（助成は１回目のみ）

　新型インフルエンザワクチン接種費用助成対象となる方で、すでに接種を受けて費用を医療機関にお支払い
いただいた方は、必要書類を添えて申請をしてください。接種費用を助成（払い戻し）します。
　◆申請場所　　健康推進課（川島庁舎１階）または支所地域課（鴨島・山川・美郷）
　◆必要書類　　①医療機関発行の『領収書』
　　　　　　　　② 『新型インフルエンザ予防接種済証』または『新型インフルエンザ予防接種記録の記載さ

れた母子健康手帳』
　　　　　　　　③申請者名義の『振込先金融機関通帳』および『印鑑』
　　　　　　　　※申請書は、各申請場所に備え付けてあります
★接種費用の助成については、今後変更となる可能性があります。
★ 中学生・高校生については、厚生労働省の方針により、今後『１回接種』と変更された場合は、助成回数も変更となる
可能性があります。

事前に、健康推進課までお問い合わせください。

新型インフルエンザワクチン優先接種対象者
妊婦
基礎疾患のある方（基礎疾患として対象になるかは、かかりつけ医にご相談ください）
１歳から小学校３年生の子ども
１歳未満の子どもの保護者
優先接種対象者のうち、身体上の理由により予防接種が受けられない方の保護者
小学校４～６年生、中学生、高校生に相当する年齢の方
高齢者（65歳以上の方）

１回目 ２回目
妊　婦 申請必要なし
基礎疾患をもつ人 申請必要
１歳から小学校３年生 申請必要なし 申請必要なし
１歳未満の保護者 申請必要
優先接種対象者のうち身体上の理由
で接種が受けられない人の保護者 申請必要

小学校４年生から中学生 申請必要なし 申請必要
高校生 申請必要 申請必要
高齢者（65歳以上） 申請必要
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新型インフルエンザ ワクチン接種を受けるには

11月 12月 1月 2月 3月

妊婦〔11月16日から〕

基礎疾患（最優先） ※小児科領域の慢性疾患は11月6日から
　それ以外は11月16日から
※小児科領域の慢性疾患は11月6日から
　それ以外は11月16日から

基礎疾患（その他）

1歳児～就学前の子ども

小学校1～3年生の子ども

小学校4～6年生の子ども

1歳未満の子どもの保護者など

中学生・高校生・65歳以上の人など

 《接種の際に必要な書類》

徳島県ホームページアドレス　http://anshin.pref.tokushima.jp/home/index.html

 《接種スケジュール》　　　　　11月18日現在
　新型インフルエンザワクチン接種の際は、医療機関
で優先接種対象者であることを確認しますので、次の
書類が必要となります。

　徳島県内の接種スケジュールは、徳島県が決定します。
変更となる可能性がありますので、徳島県のホームペー
ジ等で確認をお願いします。

★受託医療機関は、平成21年11月19日現在の徳島県ホームページより吉野川市内医療機関のみ抜粋しています。
　市外医療機関については、徳島県ホームページでご確認ください。
★受託医療機関については、変更となる可能性がありますので、徳島県のホームページ等で確認をお願いします。
★接種を希望される方は、医療機関にご確認ください。

※２ 優先接種対象者証明書とは…新型インフルエンザを優先的に
接種するべき基礎疾患を有していると医師に診断され、かかりつ
け医などで発行されたもの

優先接種対象者 必要書類
妊婦 母子健康手帳

基礎疾患のある方 優先接種対象者証明書※2（かかりつけ医
が接種する場合は不要）

１歳から小学校３年生
の子ども

母子健康手帳または被保険者証など年齢
を確認できる書類

１歳未満の子どもの
保護者

母子健康手帳、被保険者証または住民票
等、１歳未満の子どもと同一世帯である
ことを確認できる書類

優先接種対象者のうち、
身体上の理由により予
防接種が受けられない
方の保護者

優先接種対象者証明書および被保険者証、
住民票等、優先接種対象者のうち身体上
の理由により予防接種が受けられない者
と同一世帯であることを確認できる書類

小学校４～６年生、中学生、
高校生に相当する年齢の方

被保険者証、学生証または住民票等、年
齢を確認できる書類

高齢者（65歳以上の方）被保険者証、運転免許証または住民票等、年齢を確認できる書類

《吉野川市内の新型インフルエンザワクチン接種受託医療機関》

施設名 電話番号
接種範囲

入院・通院
患者のみ すべて

鴨　
　

島

麻 植 協 同 病 院 24-2101 ○
筒 井 ク リ ニ ッ ク 24-3300 ○
石 原 小 児 科 24-2388 ○
後 藤 田 外 科 24-2720 ○
古本内科クリニック 24-7377 ○
梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413 ○
糸 田 川 ク リ ニ ッ ク 24-7555 ○
鈴 木 内 科（ 喜 来 ）24-3413 ○
医療法人かなめ会　
かなめ小児科内科クリニック 26-0310 ○

医療法人麻名内科外科クリニック 26-0020 ○
医療法人　大内整形外科 24-3058 ○
医療法人青鳳会美摩病院 24-2957 ○
井 内 内 科 24-3070 ○
医療法人木村内科胃腸科 24-6413 ○
杏 和 医 院 22-0333 ○
リバーサイドクリニック岡田 24-8884 ○
鴨 島 病 院 24-6565 ○
森 住 内 科 医 院 22-3010 ○
いぬい産科婦人科クリニック 22-1230 ○

施設名 電話番号
接種範囲

入院・通院
患者のみ すべて

鴨　
　

島

石 原 内 科 循 環 器 科 24-2536 ○
大 久 保 診 療 所 24-1703 ○
鴨島川島クリニック 24-8551 ○
独 立 行 政 法 人 国 立
病 院 機 構 徳 島 病 院 24-2161 ○

鈴 木 内 科（ 敷 地 ）24-5880 ○
渡 辺 医 院 24-7177 ○

川　

島

四 宮 医 院 25-2016 ○
岸 整 形 外 科 25-3133 ○
矢 田 医 院 25-2006 ○
杉 山 医 院 25-2802 ○
岡 田 医 院 25-3566 ○

山　

川

三木リハビリテーション病院 42-6616 ○
松 永 医 院 42-2110 ○
谷 医 院 42-2353 ○
工 藤 内 科 医 院 42-3113 ○
中西内科クリニック 42-6755 ○
さ く ら 診 療 所 42-5520 ○
山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533 ○
富 本 医 院 42-3123 ○

国における
接種回数、
標準的なス
ケジュール
の変更にと
もない、11
月下旬へ前
倒し



12　
　
　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

10 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

14 月 9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島 栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 立石公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操

15 火 9：30～10：30 城戸下浦高開集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 湯立会館 山　川 介 護 予 防 体 操

16 水 9：30～10：30 千田公会堂 鴨　島 栄養のお話（ビタミン）
17 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 栄養のお話（ビタミン）
18 金 9：00～10：00 川島公民館二ツ森分館 川　島
21 月 9：30～10：30 山瀬地区公民館 山　川 栄養のお話（ビタミン）

22 火 9：30～10：30 喜来老人憩の家 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
9：30～10：30 三山老人憩の家 美　郷 栄養のお話（ビタミン）

24 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 楽 し い 脳 体 操

25 金 9：30～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川　島 口腔（こうくう）ケア
13：30～14：30 上谷集落センター 美　郷 栄養のお話（ビタミン）

1　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
5 火 13：00～14：30 川島公民館 川　島 健

康
チ
ェ
ッ
ク

7 木 9：00～10：00 忌部農業構造改善センター 山　川 口 腔 ケ ア
8 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 栄養のお話（ビタミン）

12 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 栄養のお話（ビタミン）

13 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島 介 護 予 防 体 操
14 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 栄養のお話（ビタミン）
15 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 口 腔 ケ ア

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

12月・1月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

な
い
子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
は
多
く

あ
り
、
日
本
は
「
ワ
ク
チ
ン
後
進

国
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
予
防

接
種
行
政
の
見
直
し
が
望
ま
れ
ま

す
。

　

乳
幼
児
の
細
菌
性
髄
膜
炎
の
主

な
原
因
菌
で
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
（
Ｈ
ｉ
ｂ
菌
）
に
対
す
る
ヒ

ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
ワ
ク
チ

ン
は
世
界
の
94
カ
国
で

定
期
接
種
に
組
み
込
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
効
果

は
絶
大
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か
ら

遅
れ
る
こ
と
20
年
、
日

本
で
も
よ
う
や
く
こ
の

ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
任

意
接
種
の
た
め
高
価
な

費
用
が
か
か
り
、
し
か

も
ワ
ク
チ
ン
不
足
の
た

め
接
種
ま
で
に
半
年
以

上
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
地
域
も
あ
る
よ
う

で
す
。
世
界
保
健
機

構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
推
奨

し
、
多
く
の
国
が
定
期

化
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
日
本
で
は
定
期

化
さ
れ
て
い
な
い
、
あ

る
い
は
導
入
さ
れ
て
い

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
④
』

日
本
は
「
ワ
ク
チ
ン

後
進
国
」

日　本 アメリカ イギリス フランス ドイツ

はしか ● ● ● ● ●

ヒブ感染症（インフルエンザ） ▲ ● ● ● ●

小児用肺炎球菌感染症 × ● ● ● ●

B型肝炎 ▲ ● ● ● ●

おたふくかぜ ▲ ● ● ● ●

みずぼうそう ▲ ● ▲ ▲ ●

注）「VPD（ワクチンで防げる病気）を知って子どもを守ろう。」の会調べ

日本と欧米のワクチン接種状況（●定期接種、▲任意接種、×未導入）

❼ 2009年（平成21年）12月9日

広報よしのがわ

麻
植
協
同
病
院

小
児
科
医
師　

山
田　

正



固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）

に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の

固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

　

公
平
・
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
ま

た
は
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
税
制

改
正
で
、
機
械
お
よ
び
装
置
を

中
心
に
資
産
区
分
の
見
直
し
、

耐
用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

　

償
却
資
産
の
申
告
を
！

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は　

　

届
け
出
等
が
必
要
で
す

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
し
て
い
る
方
や
、駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
等
を
賃
貸
し
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
る

構
築
物
・
機
械
器
具
・
備
品
等
の

有
形
資
産
を
償
却
資
産
と
い
い
ま

す
。

　

資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
の
多

少
や
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
資

●
納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
場
合

　

納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
と
き
は
、
相
続
人
の
方
が
納
税

義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
務
局
（
登
記
所
）
で
相
続

登
記
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

産
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
申
告
す

る
こ
と
が
地
方
税
法
で
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

申
告
期
間　

１
月
４
日
㈪
〜
２
月

１
日
㈪

受
付
場
所　

税
務
課
（
市
役
所
１

階
）、支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）

※
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆償却資産の一例◆

※ 課税（申告）対象とならないものもあります。不明な場
合は税務課までお問い合わせください。

飲 食 店 厨
ちゅうぼう

房設備、カラオケセット、看板など

工 場 各種製造設備、受変電設備など

建 設 業 パワーショベル、ポータブル発電機、
コピー機など

理容業・美容業 理・美容いす、洗面設備、看板など

病 院 ベッド、手術台、各種医療装置など

小 売 店 商品陳列ケース、冷蔵庫、レジなど

農 業・ 漁 業 田植機、ビニールハウス、漁船など

アパート経営 アスファルト舗装、電灯、エアコン、
フェンスなど

相
続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
、

お
よ
び
相
続
人
不
明
の
場
合
は
、

調
査
に
よ
っ
て
「
現
に
所
有
す
る

者
」
を
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
人
が
消
滅
し
た
場
合
も
、

同
様
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合

　

宅
地
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て

税
額
が
異
な
り
ま
す
。
店
舗
や
事

務
所
等
か
ら
住
宅
に
改
築
し
た
場

合
や
、
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用
地

以
外
に
利
用
状
況
を
変
更
し
た
場

合
は
「
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
こ
わ
し
た
場
合

　

平
成
21
年
中
に
家
屋
を
取
り
こ

わ
し
た
場
合
は
、「
家
屋
取
り
こ

わ
し
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更
を
行

っ
た
場
合

　

法
務
局
で
登
記
し
て
い
な
い
家

屋
の
名
義
変
更
を
行
っ
た
場
合
は
、

「
納
税
義
務
者
変
更
願
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書
類
に
は

新
旧
両
名
の
印
鑑
証
明
書
お
よ
び

原
因
証
書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

●
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
口
座
を
口

座
振
替
で
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
口
座
閉
鎖
に
よ
っ
て
口
座
振

替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
金
融

機
関
で
口
座
振
替
変
更
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

❽2009年（平成21年）12月9日

広報よしのがわ



❾ 2009年（平成21年）12月9日

広報よしのがわ

●
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

　

平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
耐
震
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

住
宅
に
つ
い
て
、
翌
年
以
降
一

定
期
間
の
税
額
を
１
／
２
減
額

（
１
２
０
㎡
ま
で
を
限
度
）し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
省

エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

特
例
の
対
象
年
度
は
、
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅

○
減
額
期
間

平
成
21
年
に
工
事
完
了【
３
年
間
】

平
成
22
年
か
ら
24
年
に
工
事
完
了

【
２
年
間
】

平
成
25
年
か
ら
27
年
に
工
事
完
了

【
１
年
間
】

○
耐
震
改
修
工
事
要
件

　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

30
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事
で

あ
る
こ
と
。　

○
減
額
申
請
手
続
き

  

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
耐
震
基
準
適
合
証
明
書
（
都
市

計
画
住
宅
課
（
市
役
所
２
階
）
ま

た
は
建
築
士
等
に
よ
る
証
明
）

②
領
収
書
等
の
写
し

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が
行

わ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
翌
年
分

の
税
額
を
１
／
３
減
額
（
１
０
０

㎡
ま
で
を
限
度
）
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が

居
住
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）

①
65
歳
以
上
の
方
②
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
③
障
害
者
の
方

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
で
、
補
助
金
等

を
除
く
自
己
負
担
金
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と
。　

①
廊
下
の
拡
幅
②
階
段
の
こ
う
配

の
緩
和
③
浴
室
の
改
良
④
便
所
の

改
良
⑤
手
す
り
の
取
り
付
け
⑥
床

の
段
差
の
解
消
⑦
引
き
戸
へ
の
取

り
換
え
⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
減
額
申
請
手
続
き

  
減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
工
事
明
細
書
の
写
し
②
領
収
書

等
の
写
し
③
写
真
（
改
修
前
・
後
）

④
平
面
図
⑤
補
助
金
等
の
支
給
お

よ
び
交
付
決
定
通
知
書
の
写
し
⑥

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
被
保
険
者
証

の
写
し
、
障
害
者
の
方
が
居
住
し

て
い
る
場
合
は
各
種
手
帳
の
写
し

※
工
事
内
容
を
示
す
書
類
は
、
建

築
士
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

等
に
よ
る
証
明
で
代
替
え
可

　

後
日
、
工
事
内
容
等
を
書
類
で

確
認
し
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
一
定

の
省
エ
ネ
改
修
工
事｢

熱
損
失
防

止
改
修
工
事｣

が
行
わ
れ
た
住
宅

に
つ
い
て
、
翌
年
分
の
税
額
を
１

／
３
減
額
（
１
２
０
㎡
ま
で
を
限

度
）
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
新
築
住
宅
特
例
や
耐

震
改
修
特
例
の
対
象
年
度
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
減
額
要
件

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
。
ま
た
併
用
住
宅
の
場
合
に
は

居
住
部
分
の
床
面
積
が
建
物
全
体

の
床
面
積
の
１
／
２
以
上
あ
る
も

の
）

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
（
改
修
部
位
が

い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に

新
た
に
適
合
す
る
こ
と
）
で
、
①

を
含
む
工
事
に
要
す
る
費
用
が

30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。　

①
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）
②
床

の
断
熱
改
修
工
事
③
天
井
の
断
熱

改
修
工
事
④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

○
減
額
申
請
手
続
き

  

減
額
を
申
請
す
る
方
は
、
次
の

関
係
書
類
を
添
え
て
改
修
工
事
後

３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申
告
書
を

税
務
課
資
産
税
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

ま
た
は
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
に
よ
る
証
明
）
②
領
収
書
等
の

写
し

市
税
務
課　

資
産
税
係

☎
㉒
２
２
１
５

吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinoga

w
a.lg.jp/index.asp

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

工
事
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
固

定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

天井の断熱

その他の床

その他の土間床の外周部
外気に接する
土間床の外周部

壁

物置等
の天井

窓の断熱 外壁の断熱

床の断熱

（経済産業省ホームページより）

外気に通じている
小屋裏

外気に接する床
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11
月
３
日
、
市
役
所
で
、
平
成

21
年
度
吉
野
川
市
表
彰
・
市
教
育

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
表
彰
は
、
本
市
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
社
会
な
ど
に
わ
た
っ

て
本
市
の
振
興
に
寄
与
し
、
功
績

が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
方
、
市
民

の
規
範
と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ

っ
た
方
な
ど
を
た
た
え
る
も
の
で

す
。

　

市
教
育
表
彰
は
、
社
会
教
育
等

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
方
、
運

動
競
技
ま
た
は
研
究
・
制
作
・
児

童
会
や
生
徒
会
な
ど
の
活
動
に
お

い
て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童

生
徒
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

市　

表　

彰

中
山　

郁
子
（
元
市
議
会
議
員
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
14
年
の
間
、

平
成
21
年
度　

吉
野
川

市
表
彰
・
教
育
表
彰
式

地
方
自
治
発
展
伸
張
に
貢
献

藤
原　

一
正
（
市
議
会
議
員
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
12
年
の
間
、

地
方
自
治
発
展
伸
張
に
貢
献

福
本　

勤
（
自
治
会
長
）

　

自
治
会
長
と
し
て
12
年
７
カ
月

の
間
、
職
務
に
精
励
し
、
町
内
自

治
の
振
興
に
貢
献

金
山　

榮
作
（
元
都
市
計
画
審
議

会
委
員
）

　

市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
と
し

て
19
年
５
カ
月
の
間
、
職
務
に
精

励
し
、
都
市
計
画
行
政
の
進
展
に

貢
献

田
島　

淳
次
（
教
育
委
員
）

公
民
館
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
生
涯

学
習
の
振
興
に
貢
献

吉
村　

晴
夫
（
元
森
山
地
区
公
民

館
長
）

　

森
山
地
区
公
民
館
運
営
委
員
19

年
、
館
長
４
年
、
森
山
地
区
人
権

教
育
推
進
協
議
会
会
長
５
年
に
わ

た
り
尽
力
さ
れ
、
生
涯
学
習
と
人

権
教
育
の
振
興
に
貢
献

中
村　

敦
哉
（
鴨
島
小
学
校
）

　

第
25
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会　

徳
島
県
選
手
選
考
会

小
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

第
１
位

長
江　

智
奈
津
（
鴨
島
小
学
校
）

　

第
25
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会　

徳
島
県
選
手
選
考
会

小
学
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位

松
家　

彩
音
（
西
麻
植
小
学
校
）

　

第
25
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会　

徳
島
県
選
手
選
考
会

小
学
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
１
位

松
島　

徹
（
西
麻
植
小
学
校
）

　

第
６
回
全
国
小
学
生
学
年
別
徳

島
県
予
選
柔
道
大
会　

６
年
生
男

子
50
㎏
級
の
部　

優
勝

松
崎　

稜
（
学
島
小
学
校
）

　

第
27
回
四
国
小
学
生
相
撲
選
手

権
大
会　

個
人
戦　

小
学
生
６
年

生
の
部　

準
優
勝
／
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

市
教
育
表
彰

村
本　

寛
（
元
上
浦
地
区
公
民
館

長
）

　

上
浦
地
区
公
民
館
文
化
部
長
４

年
、
副
館
長
２
年
、
館
長
７
年
に

わ
た
り
、
公
民
館
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
貢
献

工
藤　

菊
太
郎
（
元
牛
島
地
区
公

民
館
長
）

　

牛
島
地
区
公
民
館
運
営
委
員
14

年
、
館
長
10
年
２
カ
月
に
わ
た
り
、

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第

22
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大

会　

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
６
年
生
の
部

準
優
勝

川
田　

竜
哉
（
鴨
島
東
中
学
校
）

　

第
63
回
徳
島
県
中
学
校
郡
市
対

抗
陸
上
競
技
大
会　

男
子
１
１
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
１
位

岩
崎　

竜
嗣（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
55
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
大
会
徳
島
大
会　

男
子
走

り
高
跳
び　

第
１
位
／
第
63
回
徳

島
県
中
学
校
郡
市
対
抗
陸
上
競
技

大
会　

男
子
走
り
高
跳
び　

第
１

位矢
部　

育
実（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
50
回
徳
島
県
中
学
生
学
年
別

選
手
権
水
泳
競
技
大
会　

中
１
女

子
４
０
０
ｍ
自
由
形　

第
１
位

中
１
女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
１
位

後
藤
田　

洸
希
（
市
立
川
島
中
学

校
）

　

第
10
回
徳
島
県
中
学
校
選
手
権

水
泳
競
技
大
会　

男
子
２
０
０
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ　

第
１
位
／
第
63
回

徳
島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

優

勝髙
木　

雄
平（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
新

人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　

男
子
個

　

市
教
育
委
員
と
し
て
12
年
の
間
、

職
務
に
精
励
し
、
本
市
教
育
の
進

展
に
貢
献

笠
井　

光
輝

　

多
年
に
わ
た
り
麻
植
市
郷
屋
台

保
存
会
委
員
と
し
て
、
伝
統
文
化

の
継
承
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

お
は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、幼
児
・

児
童
の
読
書
活
動
に
対
す
る
意
欲

の
向
上
に
貢
献

川
東
東
自
治
会
納
税
貯
蓄
組
合

　

多
年
に
わ
た
り
、
会
員
に
対
す

る
納
税
等
に
関
す
る
手
続
き
の
指

導
・
育
成
活
動
を
通
じ
て
、
市
税

の
収
納
率
向
上
に
貢
献

野
口　

順

　

公
益
の
た
め
に
財
産
（
土
地
６

３
９
㎡
）
を
寄
付

市表彰受賞者
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新
潟
国
体

徳
島
県
選
抜
（
成
年
女
子

の
部
全
国
第
４
位
・
少
年

女
子
の
部
全
国
第
８
位
）

人
の
部　

準
優
勝

清
岡　

直
通（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
学
年
別
大
会　

１
年

生
男
子
個
人
の
部　

優
勝

阿
部　

瑞
紀（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
学
年
別
大
会　

１
年

生
男
子
個
人
の
部　

優
勝
／
平
成

21
年
度
徳
島
県
中
学
校
新
人
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会　

男
子
個
人
の
部

準
優
勝

東
屋　

亜
星（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
学
年
別
大
会　

１
年

生
男
子
個
人
の
部　

第
３
位

上
甲　

海
斗（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
学
年
別
大
会　

１
年

生
男
子
個
人
の
部　

第
３
位

德
永　

沙
紀
（
山
川
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子

個
人
の
部　

優
勝
／
第
47
回
四
国

中
学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
女
子
個
人　

第
１
位　

な

ど松
家　

梓
（
山
川
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子

個
人
の
部　

優
勝
／
第
47
回
四
国

中
学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
女
子
個
人　

第
１
位　

な

ど佐
藤　

里
依
奈
（
山
川
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子

個
人
の
部　

第
３
位
／
第
47
回
四

国
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人　

第
２
位

河
村　

真
奈
実
（
山
川
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子

個
人
の
部　

第
３
位
／
第
47
回
四

国
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人　

第
２
位

石
﨑　

美
沙
季
（
山
川
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子

個
人
の
部　

第
３
位

石
崎　

未
来
（
山
川
中
学
校
）

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

女
子

個
人
の
部　

第
３
位

牛
島
小
学
校
児
童
会
（
牛
島
小
学

校
）

　

あ
い
さ
つ
運
動
の
取
り
組
み
／

児
童
会
行
事
等
の
主
体
的
な
運
営

と
良
き
校
風
の
伝
承
／
ア
ル
ミ

缶
・
プ
ル
タ
ブ
集
め
運
動
を
通
し

て
の
社
会
貢
献

鴨
島
小
学
校
女
子
水
泳
チ
ー
ム

（
鴨
島
小
学
校
）

　

第
45
回
徳
島
県
小
学
校
水
泳
能

力
検
定
会　

女
子
２
０
０
ｍ
リ
レ

ー　

第
１
位

川
田
西
小
学
校
レ
ッ
ド
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
（
川
田
西
小
学
校
）

　

第
５
回
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
大
会　

四
国
ブ
ロ
ッ

ク
予
選　

優
勝
／
第
５
回
全
国
小

学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
大
会

ベ
ス
ト
８

市
立
川
島
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
（
市
立
川
島
中
学
校
）

　

９
月
27
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

平
成
21
年
度
国
民
体
育
大
会
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

少
年
女
子
の
部
は
、
大
久
保
有

絵
さ
ん
（
脇
町
高
１
年
）、
德
永

沙
紀
さ
ん
・
松
家
梓
さ
ん
（
共
に

全国４位に輝いた成年女子

全国８位に輝いた少年女子

　

平
成
21
年
度
徳
島
県
中
学
校
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
夏
季
研
修
大
会　

優

勝山
川
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
（
山
川
中
学
校
）

　

第
40
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ

山
川
中
３
年
）
の
吉
野
川
市
民
３

人
を
含
む
６
人
で
徳
島
県
選
抜
チ

ー
ム
が
構
成
さ
れ
、
見
事
全
国
第

８
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
成
年
女
子
の
部
が
開

催
さ
れ
、
こ
ち
ら
も
中
川
真
弓
さ

ん
・
阪
本
麻
実
さ
ん
（
共
に
阿
波

銀
行
）、
桑
原
恵
さ
ん
（
同
志
社

女
子
大
１
年
）
の
吉
野
川
市
民
３

人
を
含
む
６
人
で
徳
島
県
選
抜
チ

ー
ム
が
構
成
さ
れ
、
見
事
全
国
第

４
位
と
な
り
ま
し
た
。

市教育表彰受賞者

ニ
ス
大
会　

女
子
団
体
の
部　

第

３
位
／
第
47
回
四
国
中
学
校
総
合

体
育
大
会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

団
体　

第
１
位
／
平
成
21
年
度
徳

島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　

女

子
団
体　

優
勝　

な
ど

青
に
な
っ
た　

で
も
安
全
か
く
に
ん　

左
右
見
る

髙
井　

奈
穂
（
山
瀬
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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10
月
19
日
に
山
川
町
川
東
の
原

井
ハ
ル
エ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
市
や
県
か
ら
祝
い

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
年
前
か
ら
市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
お
り
、

現
在
は
体
調
を
崩
し
寝
た
き
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
く
に
夫
を

亡
く
し
、
頼
ま
れ
た
着
物
や
は
か

ま
な
ど
を
自
宅
で
縫
っ
て
は
、
女

手
一
つ
で
７
人
の
子
ど
も
を
育
て

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
京
行
き
高
速
バ
ス

運
行
開
始

平
成
21
年
度
農
林
水
産

大
臣
感
謝
状
受
賞

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

誕
生
日
に
は
、
お
祝
い
に
集
ま

っ
た
お
子
さ
ん
ら
５
人
に
囲
ま
れ

て
長
寿
の
祝
福
を
う
け
て
い
ま
し

た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
26
人
（
女
性
25
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
、
川
島
庁
舎
前
で
、

吉
野
川
市
川
島
町
と
東
京
間
を
結

　

今
年
も
四
国
電
力
株
式
会

社
か
ら
「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー

プ
ふ
れ
あ
い
旬
間
」
行
事
の

一
環
と
し
て
、
明
る
い
街
づ

く
り
に
役
立
て
て
と
防
犯
灯

８
基
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
21
日
、
市
役
所
を

訪
れ
た
稲
住
鴨
島
営
業
所
長

か
ら
、
市
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
「
統
計
の
日
」、
徳

島
農
政
事
務
所
で
、
農
林
水
産
統

計
業
務
協
力
者
へ
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、「
農

林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者
」

受
賞
者
の
福
井
健
祐
さ
ん

受
賞
者
の
北
川
津
多
子
さ
ん

記念品を受け取り、高速バスに乗り込む乗客

目録を受け取る川真田市長（写真右）

原井ハルエさん

平成21年11月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,396人　 （－ 30）
　男　　21,498人　 （＋   4）
　女　　23,898人　 （－ 34）
世帯数　17,366世帯 （＋ 16）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,018人　男 5,310人　女 7,708人

374人 （＋  6）
46人 （　  0）
328人 （＋  6）

355世帯 （＋  7）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
9
月 0件

累
計 3件

救急出動
9
月122件

累
計1136件

〈人  権  相  談〉
１月14日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
１月19日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
１月26日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂

〈行  政  相  談〉
12月10日㈭ ９：00～12：00 市役所 1階相談室
12月17日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
１月５日㈫ 10：00～12：00 山川庁舎 101会議室
１月５日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
１月14日㈭ ９：00～12：00 市役所 1階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
12月18日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
１月15日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

今
月
の
税

市
・
県
民
税　
　
　

第
３
期

納
期
限 　
　

    

12
月
25
日
㈮

に
福
井
健
祐
さ
ん
、「
２
０
０
８

年
漁
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
」
に
北

川
津
多
子
さ
ん
が
表
彰
状
を
受
賞

し
ま
し
た
。

防
犯
灯
寄
贈

ぶ
高
速
バ
ス
の
出
発
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
バ
ス
を
運
行
す

る
徳
島
バ
ス
や
市
関
係
者
ら
約
50

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川

真
田
市
長
ら
出
席
者
に
よ
る

あ
い
さ
つ
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

市
立
川
島
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏

で
運
行
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
、
川
島
庁
舎
前
か

ら
品
川
駅
（
東
京
都
）
ま
で
、

１
日
１
往
復
で
毎
日
運
行
さ

れ
ま
す
。

徳
島
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
１
８

２
６

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
り
が
と
う　

ル
ー
ル
ま
も
れ
ば　

み
ん
な　

え
が
お

加
藤　

誇
生
（
学
島
小
学
校
１
年
）
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川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

ナ
ン
テ
ン　
　
　

メ
ギ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ナ
ン
テ

ン
は
、
東
海
道
か
ら
近
畿
以
西

の
本
州
、
四
国
、
九
州
の
暖
地

の
山
地
渓
間
に
自
生
し
ま
す
。

　

初
夏
に
、
茎
の
先
端
に
白
い

花
を
多
数
つ
け
、
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
果
実
が
直
径
６
〜
７

ミ
リ
の
大
き
さ
の
球
形
に
な
り
、

初
冬
に
は
赤
く
熟
し
ま
す
。

　

果
実
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
、
せ

ん
じ
て
服
用
す
れ
ば
、
百
日
ぜ

き
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
咳
止
め
、

視
力
の
回
復
に
も
良
く
効
く
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

葉
は
、
食
品
の
腐
敗
を
防
ぐ

効
果
が
あ
り
、
ま
た
魚
の
中
毒

の
と
き
に
は
、
新
鮮
な
葉
を
よ

く
か
ん
で
飲
み
込
む
と
効
果
的

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

第
一
歩　

踏
み
出
す
前
に　

左
右
確
認

澤
井　

虎
太
郎
（
上
浦
小
学
校
５
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

田舎暮らしの魅力が見直されてきている中、Ｕ
ＩＪターンは注目されており、それを支援する動
きも各地で出てきています。
　今回は滋賀県から吉野川市にＩターンで移住
してこられた野崎豊さんに、移住の経緯や現状に
ついて寄稿していただきました。（これより：野
崎さんの談）
　吉野川市に移住してくる前は、滋賀県大津市に
住んで電気関係のメーカーに勤務し、設計やマー
ケティングの仕事をしていました。
　吉野川市への移住を決めたのは、組織の中での仕事から独立して就農することを決心し、
徳島県の農業会議に相談したことがきっかけです。
　移住を決心してからは、滋賀県内の農家で週末のみの研修を受け入れていただき、可能な
範囲で農業技術を習得するとともに、関係者の方々の支援を受けながら、農地を確保するた
めの活動を行いました。
　今年の４月に吉野川市へ移住し、貸していただいた川島町の畑でナスの生産を開始、生産
者としてのスタートと吉野川市の一員としてのスタートを切りました。
　吉野川市に移住してきて、とまどうことはありましたが、温和な風土と風景、冬場の温暖

な気候、そしておいしい野菜や果物があることは、都
会にはない豊かさだと思っています。
　現在、ほぼ一作を完了し、ナスに関しては当初の計
画に近い数量を出荷することができました。冬作のた
めの畑も新たに借りることができ、通年での取り組み
ができる環境も整ってきています。
　改善すべき点や課題もたくさん見えてきていますが、
まず一人前の生産者になることをめざし、試行錯誤を
繰り返しながら農作業に取り組む日々を送っています。

吉野川市にⅠターンしてきた農業者を紹介します。
－野崎　豊さん（川島町在住）－

野崎さんのナス

野崎さんとナスの農地

Ｕターン　地方出身者が、再び出身地に戻り移り住むこと
Ⅰターン　都会で生まれ育った方が、地方に移り住むこと
Ｊターン　地方出身者が、出身地には戻らず、都市と出身地の間の地域に移り住むこと
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ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

分　　類 年末収集最終日 年始収集開始日
ペットボトル １２月　７日（月） 平成22年１月　７日（木）
カン等金属 １２月　２日（水） 平成22年１月　６日（水）
新聞紙 １２月　９日（水） 平成22年１月１３日（水）
段ボール １２月１０日（木） 平成22年１月１４日（木）
ビン類 １２月１６日（水） 平成22年１月２０日（水）
雑誌・雑がみ １２月１７日（木） 平成22年１月２１日（木）
粗大ごみ自己搬入 １２月２７日（日） 平成22年１月１１日（月）
埋立ごみ １２月２１日（月） 平成22年１月２７日（水）
複合ごみ １２月２４日（木） 平成22年１月２８日（木）
蛍光管・乾電池 １２月２１日（月） 平成22年１月２７日（水）
燃やせるごみ １２月２５日（金） 平成22年１月　４日（月）
衣類 平成22年１月２５日（月）

地域名 燃やせる
ごみ

資　源　ご　み 燃やせないごみ

カンビン類 ペットボトル 古紙類・ふとん 埋立ごみ・危険なごみ
複合ごみ

年　

末

A地域 12月28日㈪ 12月２日㈬ 12月３日㈭
新聞紙・ふとん  12月15日㈫
段ボール　　12月18日㈮
雑誌・雑がみ・ふとん 12月22日㈫

12月16日㈬

B地域 12月29日㈫ 12月９日㈬ 12月10日㈭
新聞紙・ふとん  12月14日㈪
雑誌・雑がみ・ふとん 12月21日㈪
段ボール　　12月25日㈮

休日収集
12月23日㈬

年　
　

始

A地域 平成22年
１月４日㈪

平成22年
１月６日㈬

平成22年
１月７日㈭

段ボール
平成22年１月８日㈮

雑誌・雑がみ・ふとん
平成22年１月12日㈫

新聞紙・ふとん
平成22年１月19日㈫

平成22年
１月20日㈬

B地域 平成22年
１月５日㈫

平成22年
１月13日㈬

平成22年
１月21日㈭

段ボール
平成22年１月15日㈮

新聞紙・ふとん
　平成22年１月18日㈪
雑誌・雑がみ・ふとん
平成22年１月25日㈪

平成22年
１月27日㈬

年
末
年
始
業
務

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
ご
協
力
を
！

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
一
般
業
務

　

市
役
所
・
川
島
・
山
川
・
美
郷
庁
舎

は
、
12
月
29
日
㈫
か
ら
来
年
１
月
３
日

㈰
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

●
戸
籍
関
係
業
務

　

戸
籍
届
出
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な

ど
）
の
受
領
は
、
閉
庁
期
間
中
で
も
市

役
所
ま
た
は
山
川
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
㈫
か
ら
１
月
３
日

㈰
ま
で
は
、
印
鑑
登
録
証
明
書
・
住
民

票
自
動
交
付
機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
市
民
生
活
課　
　
　
☎
㉒
２
２
１
０

●
ご
み
収
集
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は
次
の

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご

み
Ａ
地
域
は
12
月
28
日
㈪
、
Ｂ
地
域
は

12
月
29
日
㈫
が
最
終
日
と
な
り
ま
す
の

で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

年
末
の
ご
み
は
早
め
に
整
理
し
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
鴨
島
地
区

▼
川
島
・
山
川
・
美
郷
地
区

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

☎
㉔
５
６
９
７

市
西
環
境
セ
ン
タ
ー　
☎
42
５
３
３
３

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、「
２

０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

と
き　

平
成
22
年
１
月
５
日
㈫
午
後
３

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　

腰
痛
の
予
防
と
対
処
法

講
師　

徳
島
病
院　

泰
地
治
男
さ
ん

（
理
学
療
法
士
）

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病
院

☎
㉔
２
１
６
１

市
健
康
推
進
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政

策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
、

調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を

記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　

統
計
調
査
係

☎
㉒
２
２
２
１

142009年（平成21年）12月9日
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
合
言
葉　

左
右
確
認　

お
約
束　
　
　

相
原　

詩
恩
（
森
山
小
学
校
６
年
）
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１
秒
の
ゆ
と
り
と
確
認　

事
故
は
ゼ
ロ

原
口　

愛
加
（
鴨
島
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
耕
作
面
積
や
家
族
等
の
状
況
に

つ
い
て
、
農
家
の
方
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
中
旬
に
は
、
各
農
家
に
「
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」（
平
成
22
年
１

月
１
日
現
在
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
次

の
①
〜
④
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
業

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
に
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

該
当
者

①
吉
野
川
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
21
年
度
末
現
在
、
年
齢
が
20
歳

以
上
の
方
（
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）

③
１
０
０
０
㎡
＝
10
ａ
＝
１
反
３
分
以

上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む

方
、
お
よ
び
そ
の
方
の
親
族
ま
た
は
配

偶
者

④
耕
作
従
事
日
数
が
省
令
で
定
め
ら
れ

る
日
数
（
お
お
む
ね
60
日
）
以
上
の
方

　

徳
島
県
交
通
安

全
協
会
で
は
、
協

会
の
会
員
を
対
象

に
、
長
年
に
わ
た

り
無
事
故
・
無
違

反
で
、
交
通
規
則

を
よ
く
守
り
、
常
に
安
全
運
転
に
心
が

け
、
ほ
か
の
運
転
者
の
規
範
と
な
る
方

の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

表
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
年
以
上
、
15

年
以
上
、
20
年
以
上
、
30
年
以
上
の
無

事
故
・
無
違
反
の
方
と
し
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
、
１
月
29
日
㈮
ま
で
に
次

提
出
期
限　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰

※
今
回
は
１
月
10
日
が
日
曜
（
閉
庁
）

日
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
か
ぎ

り
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
１
月
10
日
㈰
に
直
接
持

参
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
・
山
川
庁
舎

当
直
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

※
要
件
を
満
た
し
て
い
な
が
ら
申
請
書

が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

市
農
業
委
員
会　
　
　
☎
㉒
２
２
２
７
　

行
政
相
談
日
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

変
更
前　

１
月
４
日
㈪
午
前
10
時
〜
正

午変
更
後　

１
月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜
正

午
　

な
お
、
吉
野
川
市
内
で
は
、
次
の
と

お
り
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行
政
相
談

委
員
に
よ
る
行
政
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
市
役
所
１
階
相
談
室
／
毎
月
第
２
木

曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

●
川
島
公
民
館
会
議
室
／
毎
月
第
１
火

曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

●
山
川
庁
舎
１
０
１
会
議
室
／
毎
月
第

１
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

●
美
郷
庁
舎
２
階
会
議
室
／
偶
数
月
第

の
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
表
彰
人
員
は
80
人
程
度
で
す

の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
事
務

局
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
務
局　

吉
野
川
警
察
署
内　

吉
野
川

市
交
通
安
全
協
会　
　
☎
㉕
６
１
１
０

〜
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促
進
と
適
正

利
用
を
図
る
た
め
、
供
用
開
始
区
域
内

の
世
帯
ご
と
に
下
水
道
処
理
の
現
況
を

把
握
し
て
、
効
果
的
に
事
業
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
調
査
員
（
２
人
１
組
）
が
訪
問

し
た
お
り
に
は
聞
き
取
り
調
査
や
、
市

が
管
理
す
る
敷
地
内
の
「
公
共
汚
水
ま

す
」
の
点
検
な
ど
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
調
査
員
証
と
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

市
下
水
道
課　

総
務
係

☎
42
３
３
９
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出

優
良
運
転
者
表
彰

平
成
22
年
１
月
の
行
政
相
談
日

変
更
の
お
知
ら
せ

下
水
処
理
実
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です

３
木
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時

　

た
だ
し
、
相
談
日
が
休
日
の
と
き
は
、

翌
週
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

市
総
務
課　

総
務
係　
☎
㉒
２
２
３
１
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

た
っ
た
一
つ
の　

命
づ
な

新
居　

成
美
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

と
き　

平
成
22
年
１
月
13
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
保
健
所
別
館
会
議
室

内
容　

①
講
義
「
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て

〜
病
気
の
特
性
と
そ
の
対
応
〜
」
徳
島

　

平
成
８
年
度
か
ら
全
県
下
市
町
村
単

位
で
浄
化
槽
の
一
斉
調
査
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

  

吉
野
川
市
に
お
い
て
は
、
市
内
全
域

を
対
象
と
し
て
12
月
14
日
㈪
か
ら
平
成

22
年
３
月
16
日
㈫
の
間
に
徳
島
県
お
よ

び
環
境
省
の
委
託
を
受
け
た
（
社
）
徳

島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
が
、
浄
化
槽

の
設
置
・
維
持
管
理
・
保
健
所
へ
の
届

け
出
状
況
な
ど
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
社
）
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
３
６
）
１
２
３
４

市
環
境
企
画
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
０

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

石

元
康
仁
さ
ん

②
家
族
の
立
場
か
ら　

徳
島
県
家
族
会

代
表　

岩
垣
啓
路
さ
ん

対
象　

高
次
脳
機
能
障
害
に
関
心
の
あ

る
人
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
係

☎
㉔
１
１
１
４

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
ご
く
少
量
で
も
、

口
か
ら
体
内
に
入
る
と
感
染
し
ま
す
。

　

特
に
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
症
状

が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
要
注

意
で
す
。

  

感
染
し
た
と
き
の
症
状

　

感
染
後
12
〜
72
時
間
後
に
、
吐
き
気
、

お
う
吐
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
感
染
し
て
も
無
症
状
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

  

感
染
経
路

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
が
手

洗
い
不
十
分
で
調
理
し
た
食
品
を
食
べ

た
と
き

　

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
国
税
に
関

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
相
談
室
で

す
。
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す
る
回
答
を

税
金
の
種
類
ご
と
に
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
作
成
等
に
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら

http://w
w
w
.nta.go.jp/taxansw

er

○
携
帯
電
話
か
ら

http://w
w
w
.nta.go.jp/taxansw

er
/phone

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的

な
相
談
を
国
税
局
お
よ
び
国
税
事
務
所

ご
と
に
設
置
す
る
「
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
」
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
最
寄
り

の
税
務
署
へ
電
話
を
お
か
け
い
た
だ
き
、

自
動
音
声
案
内
に
よ
り
「
１
番
」
を
選

択
し
て
い
た
だ
く
と
、
国
税
局
の
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

川
島
税
務
署　
　
　
　
☎
㉕
２
２
１
１

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

●
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
二
枚

貝
な
ど
を
生
ま
た
は
加
熱
不
十
分
で
食

べ
た
と
き

●
感
染
し
た
人
の
お
う
吐
物
が
手
指
・

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
を
介
し
て
口
に
入
っ
た

と
き

  

予
防
方
法

○
排
せ
つ
時
や
お
う
吐
物
を
処
理
し
た

と
き
は
、
周
り
や
自
分
に
汚
染
が
広
が

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
丁
寧
な
手
洗

い
を
日
常
的
に
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

○
二
枚
貝
な
ど
を
調
理
す
る
と
き
は
十

分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
器
具
は
よ
く
洗
っ
た
後
、
熱
湯

ま
た
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩

素
系
漂
白
剤
）
で
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
係

☎
㉔
１
１
１
４

吉
野
川
市
内
浄
化
槽
の
一
斉
調

査
に
ご
協
力
を

高
次
脳
機
能
障
害
研
修
会

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
注
意
！

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

12
月
は
市
・
県
民
税
の
納
付
月

問
い
合
わ
せ

　

12
月
は
、
市
・
県
民
税
（
第
３
期
）

の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

12
月
25
日
㈮

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５



市
立
幼
稚
園
連
絡
先
・
申
し
込
み

17 2009年（平成21年）12月9日

広報よしのがわ

運
転
中　

か
け
な
い
と
ら
な
い　

ケ
ー
タ
イ
電
話

福
本　

耕
平
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

平
成
22
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募
集
し

ま
す
。
該
当
者
に
は
平
成
22
年
１
月
中

旬
に
入
園
申
込
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

指
定
の
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
、
そ
の

ほ
か
入
園
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
指
定

の
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
園
該
当
児

◆
年
少
組　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ

◆
年
長
組　

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間　

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
２

時※
７
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
は
、

降
園
時
間
が
正
午
と
な
り
ま
す
。

保
育
料　

月
額
６
０
０
０
円
（
※
教
材

費
が
別
途
必
要
）

  

預
か
り
保
育

対
象
児　

吉
野
川
市
立
幼
稚
園
の
全
園

児実
施
園　

鴨
島
幼
稚
園
、
山
瀬
幼
稚
園

入
園
該
当
児

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４

月
１
日
生
ま
れ

保
育
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時
（
曜
日
に

よ
っ
て
変
更
あ
り
）

預
か
り
保
育
（
め
ぐ
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

　

希
望
さ
れ
る
方
に
、
幼
稚
園
の
保
育

時
間
を
除
い
て
、
午
前
７
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
預
か
り
保
育
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
・
冬
・
春
休
み

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

め
ぐ
み
幼
稚
園　
　
　
☎
㉔
２
４
３
５

　

吉
野
川
市
立
幼
稚
園
臨
時
職
員
を
至

急
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

勤
務
先　

山
瀬
幼
稚
園
１
人

応
募
資
格　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す

る
方

賃
金　

日
額
６
４
０
０
円

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
証
明
の
写
し
を
添

付
し
て
学
校
教
育
課（
山
川
庁
舎
１
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
方
法　

書
類
選
考

市
学
校
教
育
課　
　
　
☎
42
４
１
１
４

開
催
期
間　

12
月
13
日
㈰
〜
平
成
22
年

３
月
14
日
㈰

内
容　

期
間
中
、
鴨
島
温
泉
鴨
の
湯
、

保
養
セ
ン
タ
ー
上
桜
を
ご
利
用
の
お
客

様
先
着
５
０
０
人
に
両
施
設
共
通
入
浴

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
ご
利
用

の
方
に
共
通
無
料
入
浴
チ
ケ
ッ
ト
を
贈

呈
。
ま
た
両
施
設
ご
と
、
先
着
50
人
に

地
元
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

吉
野
川
市
観
光
協
会（
商
工
観
光
課
内
）

　
☎
㉒
２
２
２
６

鴨
島
温
泉
鴨
の
湯　
　
☎
㉒
１
９
２
６

保
養
セ
ン
タ
ー
上
桜　
☎
㉕
２
６
４
４

実
施
時
間
・
利
用
料

◆
通
常
時　

幼
稚
園
終
了
後
〜
午
後
５

時
30
分
／
月
額
７
０
０
０
円
（
７
月
の

み
月
額
４
２
０
０
円
）

◆
夏
休
み
期
間　

午
前
８
時
15
分
〜
午

後
５
時
30
分
／
２
万
５
０
０
０
円

※
通
常
保
育
・
預
か
り
保
育
と
も
に
家

庭
で
の
送
迎
・
お
弁
当
が
必
要
で
す
。

上
浦
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
８
８
９
７

牛
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
８
８
９
６

森
山
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
８
８
９
５

鴨
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉔
６
３
９
１

飯
尾
敷
地
幼
稚
園　
　
☎
㉔
７
９
０
６

西
麻
植
幼
稚
園　
　
　
☎
㉔
９
１
７
２

知
恵
島
幼
稚
園　
　
　
☎
㉔
８
８
９
４

川
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉕
２
３
８
０

学
島
幼
稚
園　
　
　
　
☎
㉕
４
０
１
８

山
瀬
幼
稚
園　
　
　
　
☎
42
５
８
８
４

川
田
幼
稚
園　
　
　
　
☎
42
２
０
１
０

川
田
中
幼
稚
園　
　
　
☎
42
２
０
２
２

川
田
西
幼
稚
園　
　
　
☎
42
２
２
０
１

種
野
幼
稚
園　
　
　
　
☎
43
２
９
０
０

市
学
校
教
育
課　
　
　
☎
42
４
１
１
４

市
立
幼
稚
園　

園
児
募
集

め
ぐ
み
幼
稚
園　

園
児
募
集

吉
野
川
市
臨
時
職
員（
幼
稚
園
）

の
募
集

吉
野
川
市
温
泉
ま
つ
り

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

問
い
合
わ
せ
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
い
っ
し
ゅ
ん
の　

よ
そ
見
が　

大
き
な
事
故
ま
ね
く

北
村　

友
（
知
恵
島
小
学
校
５
年
）

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

連
絡
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、
厚

生
労
働
省
か
ら
委
託
、
補
助
を
受

け
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父

  

犯
罪
被
害
相
談
窓
口

　

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

犯
罪
被
害
で
心
に
悩
み
な
ど
が

あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談
所

☎
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

  

犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
被
害
者
の
ご
遺
族
や
、
重
傷

病
や
障
害
を
負
っ
た
被
害
者
の
方

に
対
し
て
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

徳
島
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
対

策
室

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

（
内
線
２
６
６
１
、
２
６
６
２
）

  

指
定
被
害
者
支
援
員
制
度

　

殺
人
、
性
犯
罪
等
の
事
件
、
ひ

き
逃
げ
、
交
通
死
亡
事
故
な
ど
の

被
害
者
の
方
々
に
対
し
て
、
警
察

職
員
が
事
件
の
発
生
直
後
か
ら
各

種
の
被
害
者
支
援
を
行
う
「
指
定

被
害
者
支
援
員
制
度
」
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

被
害
者
支
援
活
動
お
よ
び

犯
罪
被
害
給
付
制
度

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈭
〜
９
日

㈮第
１
次
試
験
日　

５
月
16
日
㈰

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
採

用
試
験
事
務
室

☎
０
８
２
（
４
２
４
）
５
６
１
６

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

参
加
費　

一
律
10
万
円

　

平
成
22
年
２
月
に
西
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

３
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
中
国
の
地
域
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
財
）
徳
島
県
遺
族
会

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
７
６
５
３

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
予
定

と
き　

12
月
23
日
㈬
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館　

矢
野
正
人
美
術
展

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

o
jim
a/m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　

 

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

と
き　

平
成
22
年
１
月
17
日
㈰
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

講
師　

白
井
の
り
子
さ
ん
（
サ
リ

ド
マ
イ
ド
被
害
を
受
け
、
両
腕
に

障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
。
そ
の

日
常
を
映
画
化
し
た「
典
子
は
今
」

は
、
当
時
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

に
専
念
し
、
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
貫
い
て
い
る
。）

テ
ー
マ　
「
典
子
は
今
」
あ
れ
か

ら
27
年
…
今
を
生
き
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://hom
e.hiroshim

a-u.
ac.jp/jinji/shiken/

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識

や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

12
月
21
日
㈪
、
平
成
22
年

１
月
６
日
㈬
・
18
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

12
月
９
日
㈬
、
平
成
22
年

１
月
13
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

入
場
料　

１
０
０
０
円
（
当
日
１

２
０
０
円
）

主
催　

市
文
化
協
会

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

巡
回
職
業
相
談

第
１
２
１
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

吉
野
川
市
文
化
協
会
・
講
演
会

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
試
験

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

  

警
察
署
単
位
の
「
犯
罪
被
害
者

  

支
援
連
絡
協
議
会
」

　

犯
罪
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
た
め
、
被
害
者
に

身
近
な
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体

（
市
町
村
役
場
、
医
療
、
教
育
機

関
等
）
で
組
織
し
た
各
警
察
署
単

位
の
「
犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協

議
会
」
を
設
立
し
て
各
種
の
被
害

者
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

  
被
害
相
談
専
用
電
話
一
覧
表

名　称 電話番号

警察安全相談 088－653－9110

犯罪被害者相談・心のケア 088－656－8080

子どもたちの悩みごと相談
（ヤングテレフォン） 088－625－8900

子どもたちの
いじめに関する相談                                                                              
（いじめホットライン）

088－623－7324

白井のり子さん
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問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

談
金
な
ど
を
振
り
込
む
（
送
金
す

る
）
よ
う
に
言
わ
れ
た

□
サ
イ
ト
の
料
金
未
納
・
滞
納
な

ど
の
料
金
を
振
り
込
む
（
送
金
す

る
）
よ
う
に
言
わ
れ
た

③
子
や
孫
の
た
め
に
振
り
込
み

（
送
金
）す
る
方【
オ
レ
オ
レ
詐
欺
】

□
子
ど
も
や
孫
を
名
乗
る
者
か
ら
、

電
話
で
振
り
込
む
（
送
金
す
る
）

よ
う
に
言
わ
れ
た

□
「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ

た
」「
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
」
と

言
っ
た

□
「
今
日
中
に
…
」
な
ど
と
妙
に

急
い
で
い
る

□
不
祥
事
や
事
件
・
事
故
・
問
題

を
起
こ
し
た
と
言
っ
た

④
還
付
金
等
を
受
け
取
る
方
【
還

付
金
詐
欺
】

□
手
続
き
の
た
め「
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ

ー
に
行
く
よ
う
に
」と
言
わ
れ
た

□
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
か
ら
電
話

す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た

□
医
療
費
・
年
金
・
保
険
料
・
電
力

な
ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

●
共
通
キ
ー
ワ
ー
ド

□
エ
ク
ス
パ
ッ
ク
や
宅
急
便
、郵
便

で
現
金
を
送
る
よ
う
に
言
わ
れ
た

振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
相
談
は

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

相
談
ダ
イ
ア
ル　

☎
＃
９
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

◆
子
ど
も
書
き
初
め
教
室

と
き　

平
成
22
年
１
月
９
日
㈯
午

前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
校
１
〜
６
年
生

と
こ
ろ　

和
室

定
員　

25
人

講
師　

吉
野
川
市
書
人
会

参
加
費　

無
料

準
備
物　

な
し
（
書
道
用
具
一
式
、

画
仙
紙
等
は
書
人
会
で
用
意
し
ま

す
）

※
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
児
童
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。　
　
　
　
　
　
　

◆
親
子
た
こ
づ
く
り
・
た
こ
あ
げ

教
室

と
き　

平
成
22
年
１
月
11
日
㈪

○
製
作　

午
前
10
時
〜
正
午

○
た
こ
あ
げ　

午
後
１
時
〜
３
時

　

筒
井
さ
ん
が
連
だ
こ
を
揚
げ
て

く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　
研
修
室
２
、鴨
島
運
動
場

講
師　

筒
井
豊
さ
ん

定
員　

20
組

参
加
費　

５
０
０
円

準
備
物　

は
さ
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎ 

㉒
０
０
１
５

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

一
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

開
催
期
間　

平
成
22
年
１
月
21
日

㈭
ま
で

内
容　

和
紙
会
館
ち
ぎ
り
絵
教
室

の
講
師
と
受
講
生
に
よ
る
作
品
展

講
師　

松
島
敬
子
さ
ん
（
し
ゅ
ん

こ
う
特
待
講
師
）

と
き　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
午

後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

図
書
室

会
費　
月
２
０
０
０
円（
材
料
費
別
）

開
催
期
間　

平
成
22
年
１
月
27
日

㈬
〜
２
月
25
日
㈭

内
容　

徳
島
県
内
小
学
生
よ
り
募

集
し
た
、
創
造
性
豊
か
な
は
が
き

作
品
の
展
示

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）

入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
学

生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１

５
０
円

12
月
28
日
㈪
〜
平
成
22
年
１
月

３
日
㈰
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

（
財
）
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

☎
42
６
１
２
０

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

第
21
回
小
学
生
に
よ
る

デ
ザ
イ
ン
は
が
き
展

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室　
受
講
生
募
集

と
き　

12
月
23
日
㈬
開
場
正
午
／

開
演
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

　

障
害
の
あ
る
方
と
と
も
に
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成
22
年
１
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
30
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

徳
島
県
教
委
人
権
教
育
課

長　

徳
山
富
子
さ
ん

と
き　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰　

開
場
午
前
９
時
30
分
／
開
演
午
前

10
時

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

と
き　

12
月
18
日
㈮
・
19
日
㈯

　

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
の
充
実
な
ど
先

行
研
究
し
た
発
表

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ス
テ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
会

家
庭
教
育
学
級　

子
育
て
・
親

育
ち
と
人
権
へ
の
思
い

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト　

仔
羊
会

鴨
島
歌
謡
ク
ラ
ブ
発
表
会

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ

　

最
後
に
景
品
が
渡
さ
れ
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
最
後
ま
で
楽

し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

振
り
込
め
詐
欺
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
振
り
込
み
を
依
頼
す
る
電

話
が
来
た
と
き
に
次
の
項
目
で

「
は
い
」
が
１
つ
で
も
あ
れ
ば
振

り
込
め
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

①
お
金
を
借
り
る
た
め
に
振
り
込

み
（
送
金
）
す
る
方
【
融
資
保
証

金
詐
欺
】

□
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
電
話
の
み
で
契
約
の

や
り
と
り
を
し
た

□
「
振
り
込
ん
だ
お
金
は
後
で
返

す
」「
返
済
能
力
を
確
認
す
る
」

と
言
わ
れ
た

□
融
資
前
に
保
証
金
、
保
険
料
、

手
数
料
な
ど
を
振
り
込
む
（
送
金

す
る
）
よ
う
に
言
わ
れ
た

②
未
納
料
金
・
退
会
金
・
訴
訟
取

り
下
げ
費
用
等
を
支
払
う
方
【
架

空
請
求
詐
欺
】

□
会
社
や
団
体
か
ら
の
請
求
な
の

に
振
込
先
が
個
人
名
に
な
っ
て
い
る

□
請
求
書
や
明
細
が
な
い
料
金
や

費
用
を
振
り
込
む
（
送
金
す
る
）

よ
う
に
言
わ
れ
た

□
民
事
訴
訟
取
り
下
げ
費
用
や
示

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

い
つ
も
な
か
よ
し　

自
転
車
と

清
岡　

綾
乃
（
川
島
小
学
校
４
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
急
い
で
も　

出
か
け
る
前
の　

し
ん
呼
吸

阿
部　

治
佳
（
牛
島
小
学
校
６
年
）

国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
年
末
調
整

や
確
定
申
告
は
、「
領
収
書
」・「
証

明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ

め
て
納
付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
22

年
２
月
上
旬
に
送
付
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
等
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
（
非

課
税
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
保

険
料
を
納
め
た
場
合
も
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

控
除
証
明
書
（
証
明
内
容
は
、
平

成
21
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で

す
）
ま
た
は
領
収
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
控
除
証
明
書
ま
た

は
領
収
書
を
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
の
送
付
に
つ
い
て
、

国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
21
年
１

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
納
付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
21
年

11
月
上
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら

◎
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
を
め
ぐ
る
状
況

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

《
人
間
開
発
に
関
す
る
指
数
の
国

際
比
較
》

　

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計
画
）

に
よ
る
と
、「
長
寿
」「
教
育
」「
所

得
」
の
水
準
に
よ
り
人
間
開
発
の

達
成
度
を
示
す
Ｈ
Ｄ
Ｉ

で
は
、
１
７
９
カ
国
中

８
位
で
す
が
、
政
治
お

よ
び
経
済
活
動
へ
の
女

性
の
参
画
を
示
す
Ｇ
Ｅ

Ｍ
で
は
、
１
０
８
カ
国

中
58
位
と
大
き
く
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
人
間
開
発

の
達
成
度
で
は
実
績
を

上
げ
て
い
ま
す
が
、
女

性
が
政
治
経
済
活
動
や

意
思
決
定
に
参
画
す
る

機
会
が
十
分
で
な
い
と

い
え
ま
す
。

  

Ｈ
Ｄ
Ｉ

  

人
間
開
発
指
数

　
「
長
寿
を
全
う
で
き

る
健
康
的
な
生
活
」、「
教

育
」
お
よ
び
「
人
間
ら

し
い
生
活
」
と
い
う
人
間
開
発
の

３
つ
の
側
面
を
測
定
し
た
指
数
。

具
体
的
に
は
、
平
均
寿
命
、
教
育

水
準
（
識
字
率
お
よ
び
就
学
率
）、

調
整
済
み
１
人
当
た
り
国
内
総
生

産
を
用
い
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

  

Ｇ
Ｅ
Ｍ　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン

  

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
指
数

　

女
性
が
政
治
お
よ
び
経
済
活
動

に
参
画
し
、
意
思
決
定
に
参
画
で

き
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
も
の

で
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｉ
が
人
間
開
発
の
達

成
度
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
に

対
し
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
能
力
を
活
用

す
る
機
会
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
国
会
議
員
に
占

め
る
女
性
割
合
、
管
理
職
に
占
め

る
女
性
割
合
、
専
門
職
・
技
術
職

に
占
め
る
女
性
割
合
お
よ
び
男
女

の
推
定
所
得
を
用
い
て
算
出
し
て

い
ま
す
。

控　除　証　明　書　専　用　ダ　イ　ヤ　ル
受付期間　平成21年11月２日～平成22年３月13日
受付時間　・月～金曜日　午前8：30～午後5：15
　　　　　　※月曜日（休日の場合は火曜日）は、午後7：00まで
　　　　　・第２土曜日　午前9：30～午後4：00
　　　　　・祝日はご利用いただけません。

☎０５７０－０７０－１１７
※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。
※ⅠＰ電話等の方は☎03－6700－1130へおかけください。

（１）HDI（人間開発指数） （２）GEM（ジェンダー・エンパワーメント指数）
順位 国　名 HDI値
1 アイスランド 0.968 
2 ノルウェー 0.968 
3 カナダ 0.967
4 オーストラリア 0.965 
5 アイルランド 0.960 
6 オランダ 0.958 
7 スウェーデン 0.958 
8 日本 0.956 
9 ルクセンブルク 0.956
10 スイス 0.955 
11 フランス 0.955 
12 フィンランド 0.954 
13 デンマーク 0.952 
14 オーストリア 0.951
15 アメリカ 0.950 
16 スペイン 0.949 
17 ベルギー 0.948 
18 ギリシャ 0.947
19 イタリア 0.945
20 ニュージーランド 0.944
21 イギリス 0.942
22 香港（中国） 0.942
23 ドイツ 0.940

56 ブルガリア 0.834
57 トリニダード・トバゴ 0.833
58 パナマ 0.832 
59 アンティグア・バーブータ 0.830
60 セントクリストファー・ネーヴィス 0.830

順位 国　名 GEM値
1 スウェーデン 0.925
2 ノルウェー 0.915
3 フィンランド 0.892
4 デンマーク 0.887
5 アイスランド 0.881
6 オランダ 0.872
7 オーストラリア 0.866
8 ドイツ 0.852
9 ベルギー 0.841
10 スイス 0.829
11 カナダ 0.829
12 スペイン 0.825
13 ニュージーランド 0.823
14 イギリス 0.786
15 シンガポール 0.782
16 トリニダード・トバゴ 0.780
17 フランス 0.780
18 アメリカ 0.769
19 オーストリア 0.748
20 ポルトガル 0.741
21 イタリア 0.734
22 バハマ 0.730
23 アイルランド 0.727

56 セルビア 0.584
57 ベネズエラ 0.577
58 日本 0.575
59 キルギス 0.573
60 ドミニカ 0.561

備考：１．国連開発計画（UNDP）「Human Development Indices: A statistical update 2008」より作成
　　　２．HDIは179か国・地域中、ＧＥＭは108か国中の順位である。

〜 〜
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
っ
あ
ぶ
な
い　

と
び
だ
し
い
け
な
い　

気
を
つ
け
て

保
手　

藍
良
（
川
田
西
小
学
校
５
年
）

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
12
月
、１
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
12
月
28
日
㈪
、
１
月
29
日

㈮
）、
振
替
休
館
日
（
12
月
24
日

㈭
）、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈫

〜
１
月
３
日
㈰
）

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
冬
の

お
は
な
し
大
会

と
き　

12
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会
〜
ク
リ
ス
マ

ス
・
お
は
な
し
会
〜

と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
29
日
㈮
）、
振
替
休
館

日
（
１
月
12
日
㈫
）、
年
末
年
始

（
12
月
28
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈪
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
20
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

山
川
図
書
館　

会
議
室

◆
お
は
な
し
会

12
月
12
日
㈯
、
１
月
９
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

12
月
19
日
㈯
（
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ

ー
③
④
）、１
月
16
日
㈯
（
う
ご
く

え
ほ
ん
チ
ル
ビ
ー
⑭
）・
30
日
㈯

（
う
ご
く
え
ほ
ん
チ
ル
ビ
ー
⑮
）

の
午
後
２
時
か
ら
（
約
１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
12
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogawa.lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
12
月
、
１
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12

月
28
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈰
）

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
23
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
２
階
視
聴

覚
室

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
仮
装
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
は
、

午
前
10
時
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

◆
新
刊
情
報

『
殺
人
者
』　　
　

深
谷
忠
記　

著

『
ヘ
ヴ
ン
』　　

川
上
未
映
子　

著

『
新
参
者
』　　
　

東
野
圭
吾　

著

『
夢
を
か
な
え
る
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
』

　
　
　
　
　
　
　

中
村
俊
輔　

著

『
十
津
川
警
部
の
挑
戦
上
・
下
』

　
　
　
　
　
　

西
村
京
太
郎　

著

『
殺
気
！
』　　
　

雫
井
脩
介　

著

『
引
き
出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　

新
堂
冬
樹　

著

『
ラ
ス
ト
ダ
ン
ス
』

　
　
　
　
　
　
　

堂
場
瞬
一　

著

『
う
つ
病
治
療
常
識
が
変
わ
る
』

　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
石
川
遼
』

　
　
　
　
　
　
　

井
上
兼
行　

著

『
ビ
ー
ス
ト
・
ク
エ
ス
ト
14
』

　
　
　

ア
ダ
ム
・
ブ
レ
ー
ド　

著

『
10
ぴ
き
の
か
え
る
の
お
つ
き
み
』

　
　
　
　
　
　
　

仲
川
道
子　

著

『
魔
女
の
宅
急
便　

そ
れ
ぞ
れ
の
旅

立
ち　

そ
の
６
』   

角
野
栄
子　

著

『
難
病
東
大
生
』  
内
藤
佐
和
子　

著

『
忍
者
サ
ノ
ス
ケ
じ
い
さ
ん
わ
く

わ
く
旅
日
記
22
』

　
　
　
　
　

な
す
だ
み
の
る　

著

参
加
費　

無
料

◆
吉
野
川
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
川
島
支
部
作
品
展

と
き　

１
月
24
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　
川
島
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
冬
の
親
子
手
作
り
教
室
〜
節
分・

鬼
に
へ
ん
し
ん
し
て
あ
そ
ぼ
う
〜

と
き　

１
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
先
生

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
学
読
書
会

「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」南

木
佳
士　

著

と
き　

１
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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安
全
の　

意
識
芽
生
え
て　

事
故
ゼ
ロ
へ

元
木　

裕
之
（
山
川
中
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

高
齢
者
の
人
権

地
域
の
支
え
が
大
き
な
力
と
な
り

ま
す

　

近
年
、
介
護
者
か
ら
高
齢
者
へ

の
虐
待
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
約
７
割
の

高
齢
者
に
認
知
症
の
症
状
が
み
ら

れ
、
介
護
者
の
介
護
ス
ト
レ
ス
も

虐
待
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
人
で
考
え
込
ん

で
い
る
介
護
者
を
地
域
の
中
で
孤

立
さ
せ
な
い
こ
と
が
高
齢
者
虐
待

を
予
防
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
支
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

め
ざ
す
社
会
と
は

　

吉
野
川
市
に
お
い
て
も
、
今
後

急
速
な
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
、

尊
厳
を
持
っ
て
そ
の
人
ら
し
く
生

活
が
で
き
る
社
会
の
構
築
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
権
上
の
問
題
点
は

　

現
実
に
は
、
高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

権
問
題
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
次

の
５
つ
が
あ
り
ま
す
。

●
身
体
的
虐
待

た
た
く
、
殴
る
、
け
る
、
や
け
ど

さ
せ
る
な
ど

●
介
護
・
世
話
の
放
棄
放
任
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）

入
浴
さ
せ
な
い
、
十
分
な
食
事
を

与
え
な
い
な
ど

●
心
理
的
虐
待

恥
を
か
か
せ
る
、
怒
鳴
る
、
子
ど

も
の
よ
う
に
扱
う
な
ど

●
性
的
虐
待

下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
・
性
交

を
強
要
す
る
な
ど

●
経
済
的
虐
待

金
銭
を
渡
さ
な
い
、
無
断
で
貯
金

を
使
う
な
ど

解
決
に
向
け
て

　

虐
待
は
受
け
て
い
る
人
も
つ
ら

い
こ
と
で
す
が
、
実
は
虐
待
を
し

て
い
る
人
も
精
神
的
に
追
い
つ
め

ら
れ
た
状
況
に
い
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。
一
方
だ
け
を
責
め
な
い
で

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
温
か
な
一
言
が
虐
待
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

冬
の
贈
り
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
島
小
学
校　

増
富　

由
姫

マ
フ
ラ
ー
巻
い
て
コ
ー
ト
着
て

外
に
出
て　

空
を
見
る

小
さ
な　

小
さ
な　

可
愛
い
天
使

手
の
平
で
捕
ま
え
る
と
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う

消
え
た
か
と
思
う
と　

ま
た
舞
い
降
り
る

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
冬
の
空
な
の
に

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
冬
の
景
色
な
の
に

今
日
は
い
つ
も
と
ち
が
う
冬
の
世
界

可
愛
い
天
使
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/
◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

○
自
動
車
で
出
か
け
る
と
き
は
、

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
体
に

合
っ
た
も
の
を
正
し
く
着
用
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

◆
思
い
や
り
の
交
通
安
全

○
歩
行
者
や
自
転
車
は
、
明
る
い

目
立
つ
服
装
や
反
射
材
着
用
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
で
自
転
車
の
接
近
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
十
分
に
安
全
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。

○
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
自

分
の
運
転
能
力
を
確
認
し
、
ゆ
と

り
を
も
っ
た
運
転
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
な
ど
の
無
謀
運
転
の

追
放

○
飲
酒
・
暴
走
な
ど
の
無
謀
運
転

行
為
は
、
死
亡
事
故
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
大
切

な
家
族
や
周
り
の
多
く
の
人
ま
で

も
不
幸
に
し
て
し
ま
う
行
為
で
す
。

　

年
末
年
始
は
何
か
と
飲
酒
の
機

会
が
増
え
ま
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗

る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
を
し

っ
か
り
と
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　

安
心
の
ま
ち

年
末
年
始
の
交
通
安
全

　

師
走
も
中
旬
を
迎
え
、
今
年
も

残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
冬
休
み
が
や
っ
て
き

ま
す
。
楽
し
い
冬
休
み
が
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
安
全
で
安
心
な
家
庭

や
地
域
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
そ
の
人
ら
し
く
生
活

で
き
る
社
会
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 12月 １月
糸 田 川 眼 科 24－2531 9 12
鴨 島 病 院 24－6565 10 ⑩
富 本 医 院 42－3123 11 ⑪
工 藤 内 科 医 院 42－3113 12 ⑰
鈴木内科（敷地）24－5880 ⑬ 19
井 内 内 科 24－3070 14 ㉔
高橋皮膚科クリニック 24－5122 15 ㉛
島 野 外 科 内 科 25－3060 16
杏 和 医 院 22－0333 17
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 18 25
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 19 27
阿 部 整 形 外 科 24－4880 ⑳ 22
石原内科循環器科 24－2536 21 28
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 22 26
鈴木内科（喜来）24－3413 ㉓ 23

医　院　名 電話番号 12月 １月
麻名内科外科クリニック 26－0020 24
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 25 30
森 住 内 科 医 院 22－3010 26 29
岸 整 形 外 科 25－3133 ㉗
さ く ら 診 療 所 42－5520 28
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 29
三木リハビリテーション病院 42－6616 30
中西内科クリニック 42－6755 ㉛
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ①
古本内科クリニック 24－7377 ②
渡 辺 医 院 24－7177 ③
松 永 医 院 42－2110 4
岡田医院（川島）25－3566 5
糸田川クリニック 24－7555 6
梶本胃腸科内科 24－2413 7

医　院　名 電話番号 12月 １月
和田耳鼻咽喉科 24－2566 8
石 原 小 児 科 24－2388 9
後 藤 田 外 科 24－2720 13
美 摩 病 院 24－2957 14
四 宮 医 院 25－2016 15
杉 山 医 院 25－2802 16
矢 田 医 院 25－2006 18
谷 医 院 42－2353 20
木村内科胃腸科 24－6413 21

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

12・１月

日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院　　　　      ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）    ☎365151

平成22年1月27日（水）
開場／午後６時　開演／午後６時30分

鴨島公民館大ホール
江戸家猫八、春風亭昇太、ナポレオンズ、
林家木久蔵、三増れ紋

一般2000円、高校生以下1000円
（当日券は、それぞれ500円増）
チケットは鴨島公民館、宮脇書店鴨島店、小山助学館（徳
島市）、文化研修センター、アメニティセンター、サンク
ス土成店で販売中です。

問い合わせ　 鴨島公民館　 　24 5111
ホームページアドレス
http://www.smiletrust.com/community/

宝くじ文化公演 東京名人会東京名人会東京名人会
と　き

ところ

出　演

入場料

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
吉
野
川
市
で
は
、地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/index.asp　

問
い
合
わ
せ　

市
秘
書
企
画
課
☎
㉒
２
２
２
１

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

●
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放　

●
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
の
効
果
的
活
用　

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　

●
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

平
成
21
年
12
月
10
日
㈭
か
ら

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰
ま
で




